
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No135

リーダー育英塾カンファレンス（2022.12.25）の振り返り
－教育のDX世代の学びをトランジションの視座で見通す：

義務教育から高大接続へ－

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.
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【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています



リーダー育英塾カンファレンス2022  
2022年12月25日（日）オンライン

【主催】公益財団法人 電通育英会
【監修】

溝上 慎一（学校法人桐蔭学園 理事長
／桐蔭横浜大学 教授）

中原 淳 （立教大学経営学部 教授）

2022年度カンファレンステーマ
「教育のDX世代の学びをトランジションの視
座で見通す－義務教育から高大接続へ」



2022年度カンファレンステーマ
「教育のDX世代の学びをトランジションの視座で見通す－義務教育から高大接続へ」

堀田龍也（東北大学
大学院教授）

名倉 勝（CIC Tokyo ゼ
ネラル・マネージャー



振り返り

・「教育DX世代」が高校・大学へ進学してくる。対応できるか？

・トランジション改革が進めば進むほど、言葉通り義務教育の「基礎・基本」
の重要性が高まっていると感じる。

・社会・教育のデジタル化が進めば進むほど、対面の場、リアルな場で学校は
児童・生徒・学生にどのような学習の機会を提供できるのかが問われている。
主体的・対話的で深い学び、アクティブラーニング

・中原さんが最後言ったように、目的化してもいいからICTをどんどん使って
いく

・堀田先生の話では、小中学校ではデジタル化はまだまだ、DXまでたどり着
かない。しかし、名倉さんが話された産官学での開発（スタートアップ）は現
場に入り始めたら一気に入る（facebook2004年、Zoom2011年, etc）。



リーダー育英塾

2018年 第1期生
2019年 第2期生
2020年 コロナ渦で中止
2021年 第3期生（オンライン）

2022年 第4期生



・2023年度リーダー育英塾は8月12日（土）～14日（月）に
実施予定＠東京都内の研修施設

＊宿泊費、食事代等無料（現地までの交通費のみ実費）

・（2023年）3～4月からtulip MLあるいは溝上のウェブサイ
ト等でご案内していきます。

2018年 第1期生
2019年 第2期生
2020年 コロナ渦で中止
2021年 第3期生（オンライン）
2022年 第4期生
2023年 第5期生




